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美術科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

【知識・技能】表現方法を創意工夫し、試行錯誤を繰り返しながら創造的に表すことができるようになる。 

 今年度の課題 授業における具体的な改善策 年度末評価（２月） 

第

１

学

年 

・粘り強く取り組むことができず、完成度を高める

ことができない。 

・美術の用語、技法、道具の扱いなどについての基礎

知識が定着していない。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・「ねらい」や「流れ」を導入で明確に示し、目的意識をもっ

て授業に臨めるようにする。 

 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・振り返りワークシートを通して活動を省察する時間を作

り、学んだことを整理させ、知識・技能の定着を図る。 

 

・毎時の目標を視覚化し、見通しをもって作業ができるよ

うになった。 

・振り返りワークシートを通して、自分の制作を振り返る

ことができた。また、ICT を活用しクラスメイトの振り返

りシートを見られるようにすることで学んだことを共有

することができた。 

第

２

学

年 

・作業の見通しをつける力が弱く、課題解決のため

の計画を自ら立てられる生徒が少ない。 

・ICT を活用することに対しては前向きな姿勢がみ

られるが、適切に資料を収集、活用する力が弱い。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・作業の進行表の記入を習慣づけて、生徒自身が見通し

をもって計画的に制作に臨めるようにする。 

 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・発想構想を深めるためのグループワーク等、他の生徒

と協働して資料を収集する場を設定する。 

 

 

・毎時の作業内容を明確にし、作業計画を基に制作を行う

ことで、見通しを持つことができた。また、振り返りを確

認しながら、次に自分がやることを自主的に確認できるよ

うになった。 

・端末を有効に活用し、制作に必要な情報を収集できるよ

うになった。技能が未熟な生徒には個別対応を行った。 

 

第

３

学

年 

・身に着けた知識、技能に差があり、活用できる生

徒とそうでない生徒がいる。 

・ICT を活用し、自ら資料を適切に収集しながら制

作に取り組む生徒が多いが、調べた事柄を自身の

制作に生かすことに隔たりがある。 

 

 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・個の技能に合わせた表現方法や道具を提示し、選択さ

せることにより苦手意識を軽減する。 

 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・発展的な課題を用意し、表現を追究しようとする生徒

に対応する。 

 

・基本的な課題に加え、生徒が個々の技能に合わせて補充

的な内容や発展的な内容を選択して活動することができ

た。 

・探究活動を通して、技能の向上や表現の幅を広げた。 

※【今年度の課題】では、課題のある資質能力について「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」のいずれかを 

明記し（複数可）具体的に記述。 
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